
　私
は
、
平
成
30
年
４
月
、
創
立
１
２
０
周
年
を

迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
に
校
長
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
膳
所
高
等

学
校
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
一
日
一
日
を
過
ご
し
、
早
一
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
本
校

の
教
育
活
動
の
推
進
の
た
め
、
物
心
両
面
に
わ
た

り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
校
は
、
明
治
31
年
（
１
８
９
８
年
）
に
滋
賀

県
第
二
尋
常
中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
年
５

月
13
日
仮
校
舎
に
て
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）
に
膳
所
藩

の
藩
校
遵
義
堂
跡
地
に
新
校
舎
が
完
成
し
、
以
来

こ
の
地
に
て
数
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
生
は
約
４
０
，
０
０
０
名

を
数
え
、
国
内
外
の
各
界
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）、
本
校
は
創

立
１
２
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

11
月
９
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
記
念
式
典
に
は
、

ご
来
賓
を
は
じ
め
同
窓
会
や
旧
職
員
の
皆
様
、
生

徒
、
教
職
員
あ
わ
せ
て
１
，
８
０
０
人
余
り
が
参

加
し
、
盛
大
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
す
べ
て
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
教
室
に
電
子
黒
板
機
能
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
業
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ

り
効
果
的
な
授
業
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
記
念
式
典
並
び
に
記
念
事
業

の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に

は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

巻 頭
エッセー

創
立
１
２
０
周
年
の
歴
史
を
礎
に

　
　
　
　
更
な
る
深
化
と
発
展
を
目
指
し
て

小

　島

　秀

　樹

校

　
　長

平
成
最
後
の
年

　
　
　
　
　（
新
し
い
時
代
に
向
け
て
！
）

大

　﨑

　悦

　男

膳
所
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

　本
校
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の

３
期
目
の
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育

の
実
践
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
か
ら
新
た
に
、
科
学
技
術
人
材
育
成
重
点

枠
の
指
定
も
受
け
、
県
内
の
６
校
と
連
携
し
て
本

校
で
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
普
及
、
発
展
さ

せ
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
生

徒
に
は
、
偉
大
な
る
先
輩
に
続
く
べ
く
、「
遵
義
・

力
行
」
の
校
訓
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
精
進

努
力
を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
創
立
１
２
０
周
年
を
機
会
に
さ
ら
に
整
っ
た

教
育
環
境
の
も
と
、
日
常
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業

や
多
彩
な
班
活
動
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
取
り
組
み
や
特

別
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
通
し
て
、
夢
の

実
現
に
向
け
て
た
く
ま
し
く
邁
進
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
我
々
教
職
員
は
、
全
力

で
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
新
し
い
時
代
を
リ
ー
ド

す
る
有
為
な
人
材
を
育
て
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　今
後
も
、
伝
統
あ
る
膳
所
高
等
学
校
同
窓
会
の

皆
様
が
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
母
校
創
立
１
２
０
周
年
の
平
成
最
後
の

年
は
、
野
球
班
甲
子
園
出
場
で
開
幕
し
ま
し
た
。

純
白
の
「
Ｚ
」
の
伝
統
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
、40
年
（
選

抜
で
は
59
年
）
ぶ
り
に
甲
子
園
で
躍
動
し
、
応
援

で
も
優
秀
賞
に
輝
く
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
創
立
記
念
事
業
も
、
５
月
の
同
窓

会
記
念
総
会
、
11
月
の
琵
琶
湖
ホ
ー
ル
で
の
記
念

式
典
と
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭

和
30
年
卒
の
長
尾
真
先
生
が
文
化
勲
章
を
受
章
さ

れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
入
り
、
平
成
最
後
の
年

は
母
校
や
同
窓
会
に
と
っ
て
歴
史
に
残
る
輝
か
し

い
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
会
員
の
皆

様
に
は
募
金
等
で
過
分
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　さ
て
、
バ
ブ
ル
全
盛
と
衰
退
期
に
始
ま
っ
た
平

成
で
す
が
、
世
間
で
は
こ
の
30
年
を
振
り
返
り
、

改
革
の
時
代
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
30
年
前
、

日
本
経
済
は
、
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
時
代
で

し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
急
激
に
落
ち
込
み
、「
改

革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
と
あ
わ
て
だ
し
、
世
界

情
勢
も
中
国
の
台
頭
等
、
こ
の
30
年
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

　私
は
、
こ
の
平
成
の
歴
史
が
、
我
が
同
窓
会
の

30
年
と
重
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

30
年
前
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

現
在
の
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
県
下
に
例
を
み

な
い
年
会
費
に
よ
る
運
営
や
多
額
の
募
金
活
動
も

行
わ
れ
、
膳
所
高
校
同
窓
会
こ
こ
に
あ
り
の
感
で

し
た
。
一
方
、
依
然
若
い
世
代
の
参
加
に
課
題
が

残
っ
た
ま
ま
で
、
年
会
費
の
納
付
率
も
徐
々
に
低

下
し
、
今
後
の
同
窓
会
運
営
が
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
甲
子
園
と
１
２
０
周
年

と
い
う
２
つ
の
募
金
活
動
が
成
功
裏
に
終
わ
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
窓
会
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
を
同
学
年

か
ら
全
体
に
（
横
か
ら
縦
へ
）
取
り
込
ん
で
い
く

た
め
の
啓
発
活
動
や
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
巨

大
化
し
た
母
校
へ
の
安
定
し
た
支
援
を
継
続
し
、

さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
会
費
納
入
方
法
の

見
直
し
等
に
取
り
組
み
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
く
思
い
ま
す
。

　同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
度
重
な
る
お
願
い
で
誠

に
恐
縮
で
す
が
、
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校
同
窓
会
の
２
０
１
９
年
度

定
例
総
会
を
左
記
の
要
領
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　 

私
達
の
母
校
は
昨
年
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

更
な
る
発
展
を
願
い
、
創
立
１
２
１
年
目
の
同
窓
会
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
の
総
会
は
5
月
19
日（
日
）

２
０
１
９
年
度

総
会
の
お
知
ら
せ

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

講
演
の
主
旨

昭
和
52
年
３
月
　
膳
所
高
等
学
校
　
卒
業

昭
和
57
年
３
月
　
大
阪
大
学
工
学
部
　
卒
業

昭
和
57
年
４
月
　
滋
賀
県
　
採
用

平
成
26
年
４
月
　
滋
賀
県
土
木
交
通
部
流
域

　
　
　
　
　
　
　
政
策
局
長

平
成
29
年
４
月
　
滋
賀
県
防
災
危
機
管
理
監

平
成
31
年
３
月
　
滋
賀
県
　
退
職

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
や
気
候
変
動
に
よ
る
巨
大
台
風

の
襲
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災

害
に
対
し
ど
う
備
え
る
か
、
近
年
の
災
害
事
例
を
踏
ま
え
て

滋
賀
県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

　
２
０
１
９
年
度
　
定
　
例
　
総
　
会

● 

日
　
時
　
２
０
１
９
年
5
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

　
　
　
　
　
（
午
前
9
時
受
付
開
始
）

● 

場
　
所
　
琵
琶
湖
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
大
津
市
浜
町
２-

40

　
　
　
　
　
電
話
　
０
７
７
（
５
２
４
）
１
５
１
１

総
会
式
次
第

● 

議
　
事
　
一
、
平
成
30
年
度
会
務
報
告
・
部
会
報
告

　
　
　
　
　
一
、
平
成
30
年
度
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告

　
　
　
　
　
一
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
・
予
算
審
議

　
　
　
　
　
一
、
そ
の
他

● 

講
　
演
　
「
大
地
震
や
巨
大
台
風
な
ど
激
甚
化
す
る

　
　
　
　 

災
害
に
ど
う
備
え
る
か~

滋
賀
県
の
防
災
対
策｣

　
　
　
　
　
　
講
師
　
松
野
　
克
樹
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
膳
所
高
25
回
　
昭
和
52
年
卒
業
）

滋賀県立膳所高等学校同窓会報 遵義堂

発行人／大﨑悦男　発行所／滋賀県立膳所高等学校同窓会　大津市膳所 2-11-1　TEL077-524-4295　FAX077-524-1732　
発行日／平成 31年 4月 20日　編集人／広報部会・卯田重子

URL:http://www.dosokai.link/zezekoukou/　E-mail:zeze-h-dousoukai@poem.ocn.ne.jp

VOL.36

1898 2019 巻頭エッセー
2019 年度総会のお知らせ
創立 120 周年記念事業を終えて
班活動の今昔
周年同窓会報告
記念同窓会報告
周年記念同窓会 予告
同窓会事業のご案内・報告
石鹿文庫
同窓会会費納入方法変更の検討について
会務・会計報告・総会提出議案
膳所高NEWS

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

・・・・・・・・・・・・・ 2 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4・5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

・・・ 6
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

● 

懇
親
会
　

　
午
後
１
時
か
ら
の
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

は
、
当
日
、
総
会
受
付
時
に
懇
親
会
会
費
８
，
０
０
０
円
を

い
た
だ
き
ま
す
。
出
席
を
申
し
込
ま
れ
、
急
用
等
に
よ
り
や

む
を
得
ず
欠
席
さ
れ
る
方
は
早
急
に
事
務
室
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
無
断
お
よ
び
当
日
連
絡
の
欠
席
の
場
合
は
、
会

費
を
申
し
受
け
ま
す
。

　
な
お
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
は
、
総
会
・
懇
親
会
に
出
席

の
方
、
住
所
等
に
変
更
の
あ
る
方
の
み
ハ
ガ
キ
を
返
送

下
さ
い
。

1



母
校
の
歴
史
と
高
校
生
時
代
、
青
春
の
思
い
出
に
！！

「
創
立
１
２
０
周
年
記
念
誌
　
平
成
10
年
度
～
平
成
30
年
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
５
０
０
円

　
昨
年
5
月
に
、
母
校
は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
こ
れ
を

記
念
し
て
、
１
０
０
周
年
式
典
後
の
20
年
間
の
歴
史
を
記
し

た
、
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

「
百
年
史
　
遵
義
の
桜
、
咲
い
て
１
０
０
年
」 

２
，
５
０
０
円

　
平
成
10
年
の
創
立
１
０
０
周
年
の
時
に
発
行
さ
れ
た

１
０
０
周
年
の
記
念
誌
に
残
部
が
あ
り
ま
す
。

「
会
員
名
簿
」
の
発
行
に
つ
い
て

　
昨
年
10
月
に
、「
会
員
名
簿
　
平
成
30
年
　（
創
立
百
二
十

周
年
記
念
）」
を
発
行
し
ま
し
た
。
　
　
　   

４
，
０
０
０
円

　
名
簿
を
希
望
の
方
の
募
集
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
事
務
室

に
お
い
て
残
部
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
送
料
込
み
の
代
金
で
す
。

　
ご
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
・
５
２
４
・
４
２
９
５
）　

平
日
の
午
後
1
時
～
5
時
で
す
。

2

会
計
委
員
会
報
告

　
会
計
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
4
回
の
会
計
委
員
会
を
開
催
し
、
記

念
事
業
の
た
め
の
募
金
に
加
え
、
寄
附
金
控
除
対
象
募
金
も
合
わ
せ
た

決
算
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
西
敦
子
）

　
創
立
百
二
十
周
年
事
業
会
計
報
告
　（
Ｈ
31
・
3
・
19
現
在
）

差引現在残高　6,441,399 円

　
膳
所
高
校
は
明
治
31
年
、
膳
所
藩
・
藩
校
遵
義
堂
跡
地
に
滋
賀
県
立

第
二
尋
常
中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
30
年
に
創
立
百
二
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、
学
校
、

父
母
教
師
の
会
、
同
窓
会
3
者
の
代
表
が
協
議
し
、「
創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
設
け
、「
式
典
実
行
部
会
」「
記
念
誌
編
集

部
会
」「
記
念
事
業
部
会
」「
会
計
委
員
会
」
の
4
委
員
会
を
置
き
、
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
成
功
裏
に
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
各
部
会
の
取
り
組
み
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

式
典
実
行
部
会

　
こ
の
部
会
は
、
加
藤
徳
彦
先
生
を
部
会
長
と
し
て
式
典
の
企
画
・
立
案
・

実
施
・
芸
術
鑑
賞
、
講
演
者
の
選
定
・
立
案
・
実
施
と
大
き
く
2
つ
の

事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

・
開
催
日
時
、
会
場
に
つ
い
て
は
、

      

平
成
30
年(

２
０
１
８
年)

11
月
9
日
（
金
）

      

滋
賀
県
立
芸
術
劇
場 

び
わ
湖
ホ
ー
ル 

と
な
り
ま
し
た

・
記
念
歌 

応
援
歌
の
制
作
は
、

　
・
募
集
対
象
は
、
現
役
生
＋
Ｏ
Ｂ

　
・
審
査
委
員
長
は
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
館
長  

山
中
隆 

様
に
お
願
い
す

　
　
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

  

　（（
公
社
）
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
理
事
長
）

　
・
結
果    

作
詞  

越
智 

さ
ゆ
り
（
平
成
30
年
3
月
卒
）

　
　
　
　    

作
曲  

池
内 

奏
音  

（
平
成
28
年
3
月
卒
）
と
な
り
ま
し
た

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、

　 

・
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
頂
き
、
審
査
は
学
校
に
て
行
っ
て
頂
い
た
。

　
・
結
果 

「
学
び 

感
動 

繋
ぎ
ゆ
け  

膳
所
高
校
の
大
還
暦
」
と
な
り
ま

　
　
し
た
。

                 

作  

吉
川
航
弐
（
3
年
生
）

・
講
演
者
に
つ
い
て
、  

　
同
窓
で
も
あ
る 

三
日
月
大
造 

知
事
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま

　
し
た
。

    

演
目
「
未
来
に
向
け
て
膳
所
高
生
に
望
む
こ
と
」

・
芸
術
鑑
賞
に
つ
い
て
、

                  

・
ピ
ア
ノ
独
奏        

河
合  

唯 

氏
（
平
成
20
年
卒
）

                  

・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
独
奏  

矢
巻
正
輝 

氏
（
平
成
3
年
卒
）

・
そ
の
他
準
備
と
し
て
は
、

                  

・
式
典
招
待
者
の
リ
ス
ト
Ｕ
Ｐ
・
式
典
招
待
状
発
送

                  

・
会
場
設
営
等
の
協
議

                  

・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
検
討

                  

・
生
徒
の
行
動
計
画
、
教
員
の
行
動
計
画
等

                  

・
び
わ
湖
ホ
ー
ル
配
席
計
画

・
当
日
の
運
営
に
つ
い
て
、

                  

・
受
付
準
備

                  

・
案
内
・
誘
導
係
の
配
置

・
会
計
（
予
算
執
行
）

                  

・
予
算
額
に
対
し
て
、
約
70
％
の
執
行
に
止
ま
り

                    

コ
ス
ト
面
で
も
、
協
議
を
重
ね
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
終

　
　
　
　
　
　  

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
山
本
勝
義
）

記
念
誌
編
集
部
会

　
こ
の
部
会
は
、
山
田
喜
明
先
生
を
部
会
長
と
し
て
１
２
０
周
年
記
念

誌
に
つ
い
て
協
議
し
、
編
纂
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
　
内
容
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
１
０
０
年
か
ら
１
２
０
年
間
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

近
20
年
の
歩
み
、
生
徒
会
・
班
活
動
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
記
念
歌
、

特
集
。
特
集
は
次
の
通
り
で
す
。

　
創
立
百
・
百
十
・
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
概
要
、
学
校
週
5
日
制
に

伴
う
土
曜
日
活
用
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
、
理
数
科
の
取
り

組
み
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、主
な
大
学
合
格
状
況
、高
大
連
携
、ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
取
り
組
み
、
新
校
舎

起
工
、
１
２
０
周
年
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
星
霜
10
た
び
、
同
窓
会

②
　
業
者
の
選
定

　
公
募
の
結
果
ア
イ
ン

ズ
株
式
会
社
の
み
応
募

が
あ
っ
た
た
め
、
プ
レ

ゼ
ン
を
受
け
、
業
者
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
イ
ン
ズ

か
ら
の
記
念
誌
作
成
の

日
程
等
の
説
明
が
あ
り
、

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
紙

質
を
決
め
ま
し
た
。
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
（
帯
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
付
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
　
発
行
日
と
部
数
に

つ
い
て

　
平
成
30
年
11
月
9
日

を
発
行
日
と
し
、
記
念

式
典
で
出
席
者
に
配
布

す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
発
行
部
数
は
２
，

５
０
０
部
で
す
。

（
卯
田
重
子
）

記
念
事
業
部
会
報
告

　
こ
の
部
会
は
上
品
充
朗
先
生
を
部
会
長
と
し
て
学
校
教
育
活
動
に
活

用
い
た
だ
け
る
教
育
備
品
と
記
念
事
業
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
記

念
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
記
念
品
を
選
定
し
、
皆
さ
ま
の
ご
寄
付

よ
り
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
教
育
備
品
と
し
て
は
以
下
の
4
点
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式
は
、
記

念
式
典
前
の
9
月
に
各
学
年
の
全
33
教
室
に
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

設
置
と
同
時
に
授
業
で
使
用
い
た
だ
き
、
12
月
末
時
点
で
は
、
60
％
の

授
業
で
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
教
育
備
品
】

　
①
電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
　
　
　
　
　
33
台

　
②
ス
プ
リ
ン
グ
巻
取
り
型
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ン
　
33
台

　
③
書
画
カ
メ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
33
台

　
④
遮
光
カ
ー
テ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
33
台

　
記
念
品
と
し
て
、
記
念
式
典
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
、
ご
寄
付
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
印
刷
し
た
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
製
作
し
、
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

母
校
の
歴
史
と
今
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
く
品
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

【
記
念
品
】

　
⑤
記
念
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
　
　
　
　
　
　
　
４
，
０
０
０
本

　
⑥
記
念
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
０
０
０
枚

（
護
法
良
憲
）
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会計委員会報告

創立百二十周年事業会計報告　（H31.1.25現在）

【収入の部】 （単位　円）

項目 金額 備考

募金(一般） 17,529,604

募金(環境整備） 11,042,000

拠出金 1,616,953 父母教師の会より(芸術鑑賞費として）

雑収入(一般) 117 受取利息

雑収入(環境整備) 0

合計 30,188,674

【支出の部】

項目 金額 備考

記念式典費 1,677,917 会場使用料（びわ湖ﾎｰﾙ)、看板・式典パンフレット製作費他

記念行事費 623,658 芸術鑑賞演奏者謝礼、記念歌歌詞・作曲者謝礼等

記念誌編集費 2,657,340 記念誌作成・動画撮影編集費

記念事業費 15,593,876
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ・書画ｶﾒﾗ・ｽｸﾘｰﾝ・遮光ｶｰﾃﾝ各33台、
記念品(ｼｬｰﾍﾟﾝ、ｸﾘｱﾌｧｲﾙ）

事務費（一般） 1,746,967 募金振込用紙・案内状印刷費、郵送代、募金振込手数料他

事務費（環境整備） 180,084

合計 22,479,842

差引現在残高 7,708,832

会計委員会では、これまで４回の会計委員会を開催し、記念事業のための募金に加
え、寄附金控除対象募金も合わせた決算を行ったところです。
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百年史 創立120周年記念誌

創
立
百
二
十
周
年

　
　

記
念
事
業
を

　
　
　
　

  　

終
え
て

17,565,280
11,207,000
1,616,953

170
18

30,389,421

1,677,917
623,658
2,657,340

17,140,936

1,291,814
556,357 〃

トレーニング機器更新

23,948,022
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班
活
動
の

今
昔

班
活
動
の

今
昔

　
須
田
武
志
先
生
（
昭
34
年
卒
）
は
、母
校
に
昭
和
41
年
に
就
任
さ
れ
、

平
成
6
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班
を
指
導
さ

れ
た
。
こ
の
須
田
先
生
に
指
導
を
受
け
た
昭
和
42
～
52
年
卒
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
、
32
名
が
参
加
し
て
、
平
成
30
年
8
月
４
日
（
土
）
午
後
1
時

か
ら
猛
暑
の
中
、
草
津
市
の
カ
フ
ェ
＋
バ
ル
「
フ
ィ
オ
ー
レ
」
に
於

い
て
、
今
年
で
2
回
目
と
な
る
「
須
田
武
志
先
生
を
囲
む
会
」
を
開

催
し
た
。

　
須
田
先
生
は
膳
所
高
を
退
職
後
、
平
成
14
年
か
ら
15
年
間
、
保
護

司
と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
々
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
更
生
保
護
と

犯
罪
予
防
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
功
労
を
称
え
て
平
成
29
年
9
月
28
日

に
法
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
今
回
は
、
こ
の
お
祝
い
も
兼
ね
て
、

吉
田
光
男
さ
ん
（
昭
47
卒
）
が
代
表
幹
事
と
な
っ
て
、
平
井
和
博
さ

ん
（
昭
46
卒
）
と
北
川
（
金
綱
）
恵
子
さ
ん
（
昭
46
卒
）
の
お
世
話

を
頂
き
、
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
会
は
、
滋
賀
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
会
長
を
務
め
る
宇
野

正
信
さ
ん
（
昭
45
卒
）
の
進
行
で
、
法
務
大
臣
賞
受
賞
の
お
祝
い
と

し
て
花
束
と
記
念
品
を
高
木
（
角
田
）
映
子
さ
ん
（
昭
45
卒
）
と
井

狩
雅
文
さ
ん
（
昭
45
卒
）
か
ら
お
渡
し
し
、
須
田
先
生
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
い
た
。
続
い
て
、
今
回
か
ら
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
自
己
紹

介
と
指
導
を
受
け
た
当
時
の
思
い
出
話
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
各
学
年
の
代
表
者
か
ら
須
田
先
生
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
「
須
田
武
志
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
の
創
成
期

の
メ
ン
バ
ー
に
当
た
り
、
男
子
は
、
昭
和
44
年
か
ら
の
9
年
連
続
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
関
わ
っ
た
前
半
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
あ
っ

た
。
滋
賀
県
で
は
常
に
ト
ッ
プ
の
座
を
維
持
し
て
い
た
が
、
は
じ
め

は
近
畿
や
全
国
で
は
な
か
な
か
良
い
成
績
を
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、須
田
先
生
の
「
頭
を
使
え
」
と
い
う
シ
ン
キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
が
実
り
、
近
畿
大
会
で
初
優
勝
、
全
国
で
は
ベ
ス
ト
8
に

入
る
成
績
を
収
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
女
子
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る
ぐ
ら
い
の
実
力

が
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
、
試
合
で
退
場
者
が

続
出
し
た
時
に
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
コ
ー
ト
に
立
っ
た
り
、
最
後
は

2
名
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
今
で
も
語
り
継
が

れ
て
い
る
。
現
在
も
女
性
陣
の
パ
ワ
ー
は
健
在
で
、
こ
の
会
を
十
分

に
盛
り
上
げ
て
頂
い
た
。

　
そ
し
て
、
須
田
先
生
は
現
在
、
再
び
母
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

班
の
指
導
に
当
た
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
と
第
1
回
の
模
様
は
膳
所
高
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
支
部

組
織
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
コ
ー
ナ
ー
に
画
像
を
添
付
し
て
掲
載
し
て

あ
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

次
回
は
２
０
１
９
年
7
月
27
日

（
土
）
午
後
に
開
催
（
会
場
：
び
わ

湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
元
の
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
」
は
、

例
年
お
正
月
に
交
流
試
合
、
総
会

お
よ
び
懇
親
会
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
方
に
も
是
非
、
参
加
願

い
た
い
。尾

松
素
樹
（
昭
47
卒
）　
記

　
全
国
的
に
は
合
唱
に
取
り
組
む
高
校
生
は
多
い
の
だ
が
、
滋
賀
県

で
は
現
在
部
員
が
少
人
数
の
高
校
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
校
で
は

二
十
数
年
前
、
ち
ょ
う
ど
私
が
前
回
本
校
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
に

現
在
に
つ
な
が
る
合
唱
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
少
し
ず
つ
活
動
を
始

め
て
い
る
。
旧
校
舎
の
図
書
館
棟
の
下
方
に
あ
っ
た
か
な
り
狭
く
て

外
光
が
入
り
に
く
い
選
択
教
室
で
普
段
活
動
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

の
前
に
は
３
階
の
音
楽
室
で
汗
を
か
き
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
そ
の
当
時
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
、
通
称
Ｎ
コ
ン
、
に
も
挑
戦
し
、
県
大
会
で
金
賞
を
と
り
、
ま
だ

完
成
後
間
も
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
県
合
唱
祭
で
も
入
賞
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
少
人
数
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
県
合
同
合
唱
で
全

国
総
文
な
ど
に
出
場
し
た
り
、
施
設
で
依
頼
演
奏
を
し
た
り
、
ま
た
、

県
合
唱
祭
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
も
出
場
し
、

入
賞
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
校
内
で
も
文
化
祭
や
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
取
り
組
み
好
評
を
得
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
１
２
０
周
年
、
Ｎ
コ
ン
、
全
日
本
合
唱
コ
ン
県
・

関
西
、
ア
ン
コ
ン
全
国
、
合
唱
祭
そ
し
て
依
頼
演
奏
な
ど
と
、
県
内

合
同
で
全
国
総
文
、
近
畿
総
文
と
、
特
に
多
忙
な
中
で
の
活
動
と
な
っ

た
。
１
２
０
周
年
記
念
で
は
、
記
念
歌
の
録
音
、
同
窓
会
総
会
で
卒

業
生
の
方
々
の
前
で
記
念
歌
の
披
露
と
い
う
晴
れ
が
ま
し
い
場
面
も

あ
り
、
ま
た
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
の
式
典
で
も
校
歌
を
含
め
ス
テ
ー

ジ
上
で
演
奏
す
る
と
い
っ
た
湖
風
祭
以
外
の
学
校
行
事
に
出
演
す
る

貴
重
な
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
部
員
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
特
に
Ｎ
コ
ン
は
テ
レ
ビ
で
一
部
放
映
さ
れ
、

ま
た
全
日
本
（
合
唱
連
盟
主
催
）
コ
ン
で
は
、
新
聞
に
取
材
さ
れ
た

記
事
が
載
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
合
唱
関
係
者
の
方
々
か
ら
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
結
果
は
、
い
ず
れ
も
県
大

会
金
賞
受
賞
で
県
代
表
と
し
て
近
畿
（
関
西
）
大
会
に
コ
マ
を
進
め
、

銅
賞
入
賞
と
な
っ
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
続
き
県
代
表
と
な
り
、
３
月
22
日
開
催
の
全
国
大
会
（
福

島
県
）
に
出
場
し
た
。
高
い
レ
ベ
ル
の
大
会
で
、
そ
の
た
め
に
日
々

練
習
を
積
み
重
ね
た
。
　
　

　
こ
の
多
忙
な
一
年
を
１
，
２
，

３
年
生
合
わ
せ
て
女
子
10
名

で
、
ま
た
１
，
２
年
生
の
８
名

で
出
演
・
出
場
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
少
人
数
で
は
あ
る
が
、

一
人
一
人
が
日
々
の
積
み
重
ね

に
よ
り
実
力
を
上
げ
て
い
き
乗

り
切
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ー
ト
班
は
、
現
在
班
員
59
名
（
男
子
38
名
，
女
子
21
名
）
で
、

週
６
日
、
御
殿
浜
の
艇
庫
・
県
立
琵
琶
湖
漕
艇
場
に
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
班
員
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
59
名
と
い
う
数
字

も
１
～
２
年
生
の
人
数
で
す
。
昨
年
度
（
平
成
30
年
度
）
の
朝
日
レ

ガ
ッ
タ
の
時
期
に
は
、
１
～
３
年
生
を
合
わ
せ
る
と
90
名
を
超
え
、

毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
は
、
艇
庫
に
全
員
が
入
り
切
れ
な
い

ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
班
員
が
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
度
（
平
成
30
年
度
）
に
は
、
本
班
は
創
部
１
２
０
周

年
の
節
目
を
迎
え
、
班
員
は
よ
り
一
層
日
々
の
活
動
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
８
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
き

ま
し
て
、
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
が
準
々
決
勝
３
位
、
男
子

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
が
準
々
決
勝
５
位
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
最

終
日
に
残
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い

志
を
持
っ
て
最
後
ま
で
全
力
を
出
し
切
っ
て
い
た
姿
に
は
、
観
戦
さ

れ
て
い
た
他
県
の
方
々
の
心
を
動
か
す
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
３
年
生
が
引
退
し
た
後
の
11
月
に
は
、
全
国
選
抜
ボ
ー
ト
大

会
近
畿
予
選
が
大
阪
で
行
わ
れ
、
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
並

び
に
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
男
女
で
優
勝
し
、

近
畿
第
一
代
表
と
し
て
２
０
１
９
年
３
月
に
静
岡
で
開
催
さ
れ
る
本

戦
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
稿
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
、
本
戦
大
会
で
の
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
班
活
動
で
は
、
大
会
や
日
々
の
練
習
に
励
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
平
成
30
年
度
で
は
、「
第
27
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
津
大
会
」
や
「B

IW
A

K
O

湖
（
う
み
）
フ
ェ
ス
２
０
１
８
」
と
い
っ

た
地
元
で
開
催
さ
れ
る
行
事
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
な

ど
、
地
域
で
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ボ
ー
ト
班
の
目
標
と
し
て
、
全
国
選
抜
ボ
ー
ト
大
会

並
び
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
決
勝
進
出
、
優
勝
を
目
指
し
て
よ
り

一
層
班
活
動
を
活
発
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
、
班
員
数
の
増
加
に
伴
い
班
員
一
人
ひ
と
り
が
艇
に
乗
っ

て
練
習
で
き
な
い
こ
と
や
艇
の
老
朽
化
な
ど
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ボ
ー

ト
競
技
の
特
性
上
、

日
々
の
乗
艇
練
習
が

行
い
や
す
い
環
境
に

あ
る
こ
と
が
練
習
の

効
率
化
に
つ
な
が
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ま
に
は
平
素

よ
り
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
し
て
、
今
後
と

も
更
に
あ
た
た
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
4
月
29
日
、
膳
所
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
現
役
チ
ー

ム
の
記
念
試
合
、
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
創
立
70
周
年

式
典
が
盛
況
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
読
売
テ
レ
ビ
放
送
の
但
馬
様
（
Ｈ
19
卒
）
に
よ
る
膳
所
高
校
ラ
グ

ビ
ー
班
史
の
素
晴
ら
し
い
映
像
を
皮
切
り
に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
部
長

田
中
義
和
様
（
Ｓ
55
卒
）
の
記
念
講
話
、歴
代
顧
問
の
北
居
晴
彦
先
生
、

高
田
留
治
先
生
か
ら
の
ご
祝
辞
、
２
０
１
７
年
セ
ブ
ン
ス
全
国
大
会

出
場
当
時
の
主
将
阪
口
健
也
様
、
副
将
松
田
佳
樹
様
の
御
礼
挨
拶
、

現
役
メ
ン
バ
ー
の
ご
紹
介
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
ク
ラ

ブ
創
立
初
の
女
子
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
ロ
ス
・
ス
ミ
ス
絵
梨
花
様
の

紹
介
で
は
、
今
な
お
進
取
の
気
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
本
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
開
催
に
む
け
、
女
子
ラ
グ
ビ
ー
は

も
と
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
ラ
グ
ビ
ー
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
中
、
現
役

チ
ー
ム
が
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
花
園
で
の
一
勝
を
も
ぎ
取
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
現
役
チ
ー

ム
へ
の
激
励
に
是
非
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
せ
。

■
吹
奏
楽
班 

第
８
回
Ｏ
Ｂ
合
同
演
奏
会

･

日　

時　

２
０
１
９
年
７
月
14
日
（
日
）
13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

・
場　

所　

大
津
市
民
会
館

・
入
場
料　

７
０
０
円
（
全
席
自
由
・
当
日
券
は
12
時
30
分
よ
り
販
売
）

・
指
揮
者　

中
嶋
民
雄
、
前
畑
聡
、
北
山
佳
史

・
主
な
演
目

　

狂
詩
曲
「
ス
ペ
イ
ン
」、
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
、
ル
パ
ン
三
世
メ

　

ド
レ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
よ
り
メ
モ
リ
ー
、
オ
ペ
ラ
座

　

の
怪
人　

他

・
お
問
い
合
わ
せ　

第
８
回
Ｏ
Ｂ
合
同
演
奏
会
実
行
委
員
会

　
〈zbob_8thconcert@

yahoo.co.jp

〉

合
唱
部
参
与
　

福
　
井
　
　
　
浩

ボ
ー
ト
班
参
与
　

湯
　
　
　
真
　
彦

ラ
グ
ビ
ー
班
Ｏ
Ｂ
倶
楽
部
会
長
　

松
　
田
　
　
　
剛

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班
有
志
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

須
田
武
志
先
生
を
囲
む
会
２
０
１
８
年
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
賞
受
賞
の
お
祝
い

膳
所
高
ラ
グ
ビ
ー
班
創
部
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

●
音
楽
班
合
唱
部

●
ボ
ー
ト
班

●
ラ
グ
ビ
ー
班
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し
む
者
、
お
酒
を
呑
み
続
け
る
者
、
一
生
懸
命
語
り
続
け
る
者
な
ど
、

全
員
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
帰
路
家
路
へ
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
楽
し
い
盛
大
な
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
川
戸
良
幸
社
長 

あ
り
が
と
う
）

（
山
本
勝
義
）

40
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
26
回
　
昭
和
53
年
卒
業
）

　
春
に
は
野
球
班
が
甲
子
園
に

21
世
紀
枠
で
出
場
、
秋
に
は
創

立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
る
お
め
で
た
い
年
の
平

成
30
年
８
月
11
日
琵
琶
湖
ホ
テ

ル
に
て
40
周
年
記
念
同
窓
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
恩
師
の

先
生
方
５
名
、
同
級
生
１
２
７

名
が
参
加
、
卒
業
以
来
６
回
目
、

前
回
か
ら
は
５
年
ぶ
り
の
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
撮
影
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
、
開
会
、
西
岡
宏
堂
先
生
の

ご
挨
拶
、
乾
杯
と
進
み
食
事
と

歓
談
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
毎

回
参
加
の
同
級
生
も
多
数
い
ま

す
が
40
周
年
に
し
て
初
参
加
の

お
顔
も
あ
り
ま
し
た
。
恒
例
に

な
り
つ
つ
あ
る
ク
ラ
ス
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
全
員
が
一
人
ず

つ
の
近
況
報
告
で
は
お
顔
と
名
前
が
わ
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
還
暦
目
前
で
第
二
の
職
場
で
の
仕
事
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
り
老
後
を
考
え
て
住
ま
い
を
か
え
た
り
し
て

い
ま
す
が
話
し
は
じ
め
る
と
懐
か
し
い
高
校
時
代
に
戻
っ
て
大
変
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。  

　
全
員
で
校
歌
を
歌
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
名
残
惜
し
く
ホ
テ

ル
内
で
の
二
次
会
に
も
88
名
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
夜
が
更
け
て
い

き
ま
し
た
。

　
次
回
同
窓
会
は
５
年
後
、
卒
業
45
周
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
同
級
生
に
参
加
し
て
い
だ
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
秋
山
洋
子
）

30
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
36
回
　
昭
和
63
年
卒
業
）

　「
帯
状
の
紙
を
１
８
０
度
捻
っ
て
張
り
合
わ
せ
た
メ
ビ
ウ
ス
の
輪

を
掲
げ
、
は
さ
み
で
帯
の
真
ん
中
を
割
い
て
い
く
。
普
通
の
輪
だ
と

二
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
う
が
、
捻
り
を
加
え
る
と
一
つ
の
大
き
な
輪

に
な
る
。
50
歳
を
前
に
し
て
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
は
捻
り
を
加
え
る
と
良
い
」。
冒
頭
ご
来
賓
を
代
表
し
て
今

も
膳
所
高
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る
今
西
直
隆
先
生
の
ご
祝
辞
の

一
節
で
す
。

　
平
成
30
年
11
月
24
日
（
土
）、
青
空
広
が
る
晩
秋
の
湖
畔
、
び
わ

湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
昭
和
63
年
3
月
卒
業
生
の
30
周
年
記
念

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恩
師
10
名
を
お
招
き
し
て
、
同
窓
生

１
０
８
名
が
集
い
賑
や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
写
真
を
撮
っ

た
あ
と
、
開
会
宣
言
、
懐
か
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
、
物
故
者
に
黙
祷

60
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
6
回
　
昭
和
33
年
卒
業
）

　
１
９
３
９
年
生
ま
れ
の
私
た
ち

は
平
成
30
年
６
月
８
日
（
金
）
琵

琶
湖
ホ
テ
ル
で
「
膳
六
会
」
卒
業

60
周
年
・
傘
寿
記
念
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
参
加
さ
れ
た

方
は
、
現
在
も
ご
健
在
の
恩
師
・

村
田
辰
夫
先
生
を
含
め
て
百
十
五

名
で
し
た
。
写
真
撮
影
の
後
、「
校

歌
」
斉
唱
、
物
故
者
追
悼
（
恩
師

８
名
、
卒
業
生
１
０
３
名
）、
村
田

先
生
の
ご
挨
拶
・
乾
杯
の
発
声
の

後
、
会
食
・
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
仲
間
は
そ
れ
ぞ
れ
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
業
績
や
経
験
が
豊

富
で
す
が
、
今
回
は
高
校
生
当
時

の
十
八
歳
に
立
ち
戻
り
、
青
春
時

代
を
懐
か
し
み
、
和
気
藹
々
と
話

し
合
い
、
旧
交
を
あ
た
た
め
ま
し

た
。
そ
の
間
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
に
打
ち
興
じ
ま
し
た
。「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
斉
唱
の
後
、
同
窓
会

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
向
後
３
年

以
内
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
し
て

解
散
し
ま
し
た
。

（
浅
田
幸
作
）

55
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
11
回
　
昭
和
38
年
卒
業
）

　
昨
年
、
11
月
7
日
（
水
）
12
時
か
ら
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
5
Ｆ
「
琵
琶

湖
の
間
」
に
於
い
て
出
席
者
84
名
で
記
念
同
窓
会
を
開
催
。
当
日
、

雲
一
つ
な
い
晴
天
・
一
面
に
織
り
な
す
鮮
や
か
な
琵
琶
湖
の
情
景

が
、
祝
宴
に
花
添
え
。
案
内
受
付
（
伊
吹
敏
明
君
他
数
名
）
が
始
ま

り
、
各
地
か
ら
の
来
津
・
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
賑
わ
っ
た
中
、
開
会

前
、
全
員
の
元
気
な
姿
を
大
写
真
撮
影
。
開
宴
幕
開
け
は
昔
変
わ
ら

ぬ
巧
妙
な
荒
谷
雅
美
さ
ん
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
在
り
し
日

の
担
任
恩
師
・
旧
友
の
雄
姿
を
偲
び
、
黙
祷
。
旧
校
舎
映
像
（
監
修

小
笠
原
勇
君
）
に
て
校
歌
合
唱
。
北
井
征
暁
実
行
委
員
長
か
ら
品
位

あ
る
実
直
な
開
会
挨
拶
。
そ
し
て
、
礼
を
処
し
、
司
会
者
と
共
に
各

卓
を
廻
り
全
参
加
者
を
ご
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
が
微
笑
ま
し
く
好
演
。

盛
り
上
が
っ
た
所
、
遠
方
か
ら
8
名
の
友
を
壇
上
に
迎
え
、
晴
や
か

に
鏡
開
き 

（
祝
樽
提
供 

笑
四
季
酒
造
竹
嶋
健
三
君
）。
代
表
し
て
福

谷
充
剛
君
が
高
ら
か
に
乾
杯
の
ご
発
声
。
滞
り
な
く
式
典
は
終
了
、

和
や
か
に
食
事
・
歓
談
の
宴
会
へ
と
移
っ
た
。
各
卓
と
も
話
の
輪
が

広
が
り
、
酒
を
酌
み
か
わ
す
な
ど
活
況
。
な
か
で
、
ク
ラ
ス
毎
写
真

で
、
皆
さ
ん
の
凛
々
し
く
温
和
な
姿
を
ゲ
ッ
ト
。
頃
を
見
て
、
母
校
・

選
抜
甲
子
園
出
場
で
幕
開
け

し
た
年
、
我
ら
有
志
が
バ
ス

1
台
（
40
数
名
）
で
参
加
し

た
応
援
ツ
ア
ー
を
紹
介
。
総

勢
バ
ス
36
台
、
５
、
５
０
０

人
の
大
応
援
団
、
そ
の
臨
場

感
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
撮
影 

武

内
正
明
君
）
を
上
映
し
、
応

援
グ
ッ
ズ
を
身
に
ま
と
っ
た

元
野
球
部
石
塚
勝
巳
君
、
平

野
十
九
蔵
君
等
よ
り
熱
き
説

明
。「
Z
」
の
人
文
字
が
揺

れ
動
い
た
壮
観
さ
、「
後
輩

か
ら
の
“
勇
気
と
感
動
”
あ

り
が
と
う
」
に
感
激
。
ほ
ど

な
く
し
て
、
前
委
員
長
の
小

笠
原
勇
君
よ
り
今
年
、
栄
誉

叙
勲
の
高
田
善
明
君
を
紹

介
。
厳
粛
な
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
大
拍
手
。
最
後
に
、「
私

た
ち
の
友
情
・
絆
が
末
永
く
続
け
」
と
全
員
で
大
き
な
輪
を
作
り
、

肩
を
寄
せ
合
い
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」（
監
修
武
内
正
明
君
）
を
声

高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
。
余
韻
を
残
し
、
奥
田
英
行
君
が
そ
の
輪
に

入
り
、
三
本
締
め
（
中
締
め
）
す
る
も
興
奮
冷
め
や
ら
ず
。
あ
っ
と

い
う
間
の
3
時
間
、
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
大
盛
会
と
な
っ
た
。

「
思
い
出
の
記
念
写
真
集
」
送
付
を
約
し
、
終
演
。
皆
さ
ん
健
康
に

留
意
さ
れ
、
五
年
後
、
元
気
な
姿
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
。

　（
今
回
、
不
参
加
な
が
ら
近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
送
付
頂
き
ま
し

た
方
々
、
幹
事
と
し
て
惜
し
み
も
な
く
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
10
数
名

の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。）

（
中
村
勉
公
）

50
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
16
回
　
昭
和
43
年
卒
業
）

　
み
な
さ
ん
、
50
周
年
記
念
の
同
窓
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多

く
の
方
の
参
加
者
が
あ
り
、
ビ
ア
ン
カ
に
よ
る
湖
上
の
快
適
な
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
、
同
窓
会
を
無
事
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
「
よ
か
っ
た
よ
」
と
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
て
、

我
々
幹
事
一
同
、
達
成
感
と
満
足
感
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
生
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
な
お
姿
で
こ
の
会
に
参
加
し
て
頂
き

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
遠
方
か
ら
旅
費
と
宿
泊
費
を
使
っ
て
お

越
し
い
た
だ
い
た
方
々
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
私
が
開
会
の
挨
拶
の
時
に
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
は
、
我
々
同

世
代
の
仲
間
た
ち
と
こ
の
半
世
紀
と
い
う
激
動
の
時
代
を
、
見
事
に

生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
へ
の
喜
び
を
み
ん
な
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
給
料
が
上
が
っ
て

い
く
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い
高
度
成
長
、
家
電
製
品
や
情
報
機
器
な
ど

の
め
ま
ぐ
る
し
い
技
術
革
新
、
学
生
運
動
に
始
ま
る
政
治
へ
の
関
心

と
無
気
力
、
団
塊
世
代
の
中
で
の
熾
烈
な
競
争
社
会
、
そ
し
て
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
。
と
ん
で
も
な
く
刺
激
的
で
良
き
時
代
を
我
々
は

生
き
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
よ
う
な

平
穏
な
航
海
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
我
々
に
は
今
の
社

会
に
少
な
く
な
っ
た
活
力
と
好
奇
心
と
探
究
心
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か
ら
は
壮
絶
な
戦
士
た
ち
と
共
に
過
去
を
振

り
返
り
、
語
り
合
い
、
残
り
の
人
生
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
し
て

周
年
同
窓
会

周
年
同
窓
会

い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　

　
３
時
間
の
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ

が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
と
い

う
声
を
多
く
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
皆
さ
ん
が
、
昔
の
仲

間
と
の
楽
し
い
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
我
々
の
こ
れ
か

ら
は
、
家
族
と
、
地
域
と
、
昔

の
仲
間
た
ち
と
の
交
流
が
第
一

で
す
。
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
、

今
後
ま
す
ま
す
膳
所
高
の
同
窓

と
し
て
の
横
の
つ
な
が
り
（
絆
）

を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幹

事
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
の
お
世
話
を
し
て
頂
い
た
幹
事
の
仲

間
の
方
々
。
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
こ
の
会
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
2
年
後
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
ぜ
ひ
元
気
で
い
て
下
さ
い
。
ま
た
、
楽
し
い
会
話
を
し

て
、
美
味
し
い
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
次

期
幹
事
に
も
申
し
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
前
川
忠
嗣
）

45
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
21
回
　
昭
和
48
年
卒
業
）

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
12
月
2
日 

日
曜
日
、
11
時
か
ら
、
琵
琶

湖
汽
船 

豪
華
遊
覧
船
「
ビ
ア
ン
カ
」
を
貸
し
切
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

（
１
０
４
名
参
加
）

　
乗
船
前
に
、
桟
橋
に
て
全
員
（
？
）
で
、
立
岡
功
成
君
（
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
）
に
よ
る
、
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、「
ビ
ア
ン
カ
」
３

階
「C

lo
u
d

」
に
て
着
席
後
、
高
田
満
彦
君
と
、
玉
置
桃
子
さ
ん
の

楽
し
い
進
行
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　
世
話
人
を
代
表
し
て
、
中
野
信
雄
君
の
挨
拶
と
乾
杯
の
後
、
和
や

か
に
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
体
調
不
良
等
で
、
恩
師
の
先

生
の
ご
臨
席
が
頂
け
な
か
っ
た

の
は
大
変
残
念
で
し
た
。

　
中
谷
仁
彦
君
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）

あ
り
、
酒
も
入
り
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
閉
会
挨
拶
は
、
冨
波
義
明
君

が
行
い
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
何
方
も
帰
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
「
ビ
ア
ン
カ
」

２
階
「H

o
rig

o
n

」
へ
移
動
し
て
、

二
次
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
か
ら
午
後
3
時
30

分
ま
で
の
長
い
間
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
4
階
デ
ッ
キ

に
て
琵
琶
湖
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
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を
捧
げ
ま
し
た
。
ご
祝
辞
を

頂
い
た
後
、
愛
知
酒
造
の
女

将
・
中
村
（
旧
姓
園
田
）
晃

子
さ
ん
が
差
し
入
れ
て
く
れ

た
、
日
本
酒
「
富
鶴
」
の
樽

を
景
気
よ
く
鏡
開
き
し
て
、

冨
波
義
明
先
生
の
ご
発
声
で

乾
杯
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

加
え
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
る
懐
か
し
い
映
像
や

拡
大
し
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
の

ク
ラ
ス
写
真
が
タ
イ
ム
マ
シ

ン
の
役
割
を
な
し
、
会
場
内

は
一
気
に
30
年
前
に
ト
リ
ッ

プ
。
羽
野
正
孝
先
生
、
藤
井

敏
先
生
、
藤
本
志
郎
先
生
、

池
田
修
先
生
、
川
端
（
旧
姓

池
田
）
元
子
先
生
、
山
崎
敞
先
生
、
中
川
淳
先
生
、
竹
内
宗
男
先
生

か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
あ
と
は
、
1
年
・
2
年
の
ク
ラ
ス
や
班
…

と
あ
ち
こ
ち
で
集
合
写
真
。
正
午
に
開
演
し
て
あ
っ
と
言
う
間
に
3

時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
肩
を
組
ん
で
、
捻
り
を
加
え

た
（
？
）「
輪
」
に
な
り
恒
例
の
琵
琶
湖
周
航
歌
で
宴
を
締
め
ま
し
た
。

　
2
次
会
は
38
階
ト
ッ
プ
オ
ブ
オ
オ
ツ
。
暮
れ
て
い
く
湖
畔
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
…
。

　
次
回
35
周
年
記
念
同
窓
会
は
新
元
号
5
年
（
２
０
２
３
年
）
11
月

25
日
（
土
）
12
時
開
宴
で
す
。
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

（
村
木
康
弘
）

20
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
47
回
　
平
成
11
年
卒
業
）

　
１
月
２
日
に
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
卒
業
20

周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
にS

N
S

等
で
連
絡
を

取
り
合
い
、
ま
た
同
窓
会
の
お
力
も
お
借
り
す
る
こ
と
で
、
同
窓
生

87
人
恩
師
５
人
が
集
い
ま
し
た
。
学
年
全
体
の
同
窓
会
は
卒
業
以
来

初
め
て
の
た
め
、
開
始
直
後
こ
そ
「
３
年
時
は
何
組
？
お
名
前
は
？
」

と
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
で
し
た
が
、
時
間
と
と
も
に
記
憶
も
よ
み
が
え

り
、
昔
の
調
子
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
卒
業
ア
ル

バ
ム
と
お
互
い
を
見
比
べ
た
り
近
況
を
話
し
た
り
し
て
、
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
お

越
し
い
た
だ
い
た
先
生

方
か
ら
の
一
言
で
も
、
昔

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
ね
。
寄
付
大
事

で
す
よ
！
次
は
５
年
後

と
、
再
会
を
誓
い
散
会
と

な
り
ま
し
た
。L

IN
E

や

F
aceb

o
o
k

で
も
同
窓
会

の
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
５
年
後
は
よ
り

S
N

S

を
駆
使
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
回
欠

席
さ
れ
た
方
は
ま
ず
登
録

を
！
そ
し
て
、
次
回
は
さ

ら
に
盛
大
な
会
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
月
形
（
山
岡
）
鈴
香
）

10
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
57
回
　
平
成
21
年
卒
業
）

　
1
月
3
日
、
大
津
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
10

周
年
同
窓
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
か
ら

1
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い

た
同
窓
会
委
員
も
、
大
阪
、

名
古
屋
、
東
京
と
全
国
に
散

ら
ば
っ
て
い
た
た
め
、“
関

西
組
”
が
会
場
の
予
約
や
打

ち
合
わ
せ
担
当
、“
関
東
組
”

が
当
日
の
進
行
や
情
報
機

器
関
連
の
担
当
と
役
割
分

担
を
し
、L

IN
E

で
共
有
し

合
っ
て
な
ん
と
か
準
備
を

進
め
ま
し
た
。
当
日
は
7

名
の
先
生
方
、
１
４
３
名

の
同
級
生
が
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
集
い
、
開
始
時
刻

の
前
か
ら
ロ
ビ
ー
に
は
笑
い
声
が
溢
れ
ま
す
。
４
４
０
名
の
同
級
生

も
日
本
全
国
ど
こ
ろ
か
海
外
に
転
居
し
て
い
る
方
も
い
る
た
め
、
当

日
の
参
加
人
数
が
全
く
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
初
め
てW

eb

決
済
を
取
り
入
れ
、
振
り
込
み
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
プ
ラ
ス
に
働
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
28
歳
に
も
な
る
と
、
仕
事
に
対
し
て
も
自
分
や
家
族
の
生
活
に
対

し
て
も
責
任
が
生
ま
れ
、
希
望
を
持
ち
な
が
ら
も
悩
み
続
け
る
時
期

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同
窓
会
を

経
て
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
中
澤
愛
実
）

５
周
年
記
念
同
窓
会

（
膳
所
高
62
回
　
平
成
26
年
卒
業
）

　
平
成
31
年
1
月
2
日
に
平
成
26
年
卒
の
卒
業
5
周
年
記
念
同
窓
会

を
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
年
始
早
々
と

い
う
日
程
の
中
、
6
名
の
先
生
方
を
含
む
２
４
６
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
回
の
成
人
記
念
同
窓
会
か
ら
約
3
年
。
前
回
は
多
く
の
生
徒
が

学
生
で
し
た
が
、
今
回

は
社
会
人
に
な
っ
た
人

も
ち
ら
ほ
ら
い
る
こ
と

も
あ
り
、
幾
分
会
場
の

雰
囲
気
が
大
人
び
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

3
年
5
組
の
担
任
で

あ
っ
た
辰
巳
先
生
に
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ

き
開
会
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や

先
生
方
と
の
再
会
と
い

う
こ
と
で
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
ま
す
。
5

年
と
い
う
年
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
ま
る
で
つ

い
最
近
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
話
し
た
い
事
も
尽
き
な
い
中
で
、
集
合
写
真
を
撮
っ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
代
の
次
回
の
同
窓
会
は
5
年
後
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
10
周
年
記
念
同
窓
会
に
も
一
人
で
も
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
今
村
大
智
）

尚
歯
会

（
膳
所
中
39
回
　
昭
和
16
年
卒
業
）

　
平
成
30
年
10
月
29

日
　
於
あ
み
定

　
久
し
ぶ
り
瀬
田
川

岸
で
の
集
い
と
な
っ

た
。

　
唐
橋
は
い
に
し
え

よ
り
陸
上
交
通
の
要

衝
の
み
な
ら
ず
水
上

交
通
と
し
て
も
開
け

た
。

　
あ
み
定
か
ら
上

船
、
汽
船
通
学
生
は

膳
所
港
で
下
船
登
校

し
た
。

　
こ
の
様
な
時
か
ら

今
日
ま
で
七
・
八
十

年
の
想
い
出
が
甦

り
、
喜
怒
哀
楽
の
み

で
は
な
く
、
生
死
の

境
を
迷
い
耐
え
抜
き
今
日
あ
る
を
喜
ぶ
話
等
話
題
は
極
め
て
豊
富
で

深
味
が
あ
り
と
ぎ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
い
つ
し
か
太
陽
も
西
に
傾
き
、
再
会
を
約
し
て
お
開
き
と
し
た
。

（
長
谷
川
良
治
）

関
東
膳
所
高
26
会

（
大
津
高
2
回
　
昭
和
26
年
卒
業
）

　
首
都
圏
に
在
住
し
て
い
る
大
津
高
2
回
（
昭
和
26
年
卒
）
の
我
々

は
、
毎
年
11
月
第
1
土
曜
日
に
関
東
膳
所
高
26
会
と
称
し
て
同
窓
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
中
頃
に
自
然
発
生
的
に
発
足
し
た

こ
の
会
は
爾
来
60
余
年
途
切
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
30
年
11
月
3
日
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
店
や
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト

ラ
ン
が
立
ち
並
ぶ
賑
や
か
な
表
参
道
に
面
す
る
南
国
酒
家
で
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
14
名
の
出
席
で
し
た
。
数
年
前
は
20
数

名
の
出
席
で
し
た
が
、
亡
く
な
り
ま
た
出
席
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る

も
の
の
体
調
不
良
や
歩
行
困
難
と
い
う
理
由
で
年
々
少
な
く
な
り
淋

し
い
限
り
で
す
。

周
年
同
窓
会

記
念
同
窓
会

　
1
年
間
お
互

い
の
無
事
を
祝

し
て
乾
杯
。
静

岡
か
ら
出
席
の

千
本
木
君
か
ら

母
校
出
身
の
長

尾
真
氏
の
文
化

勲
章
受
賞
の
披

露
が
あ
り
、
母

校
の
誇
り
と
皆

で

祝

い

ま

し

た
。
平
尾
さ
ん

の
9
月
、
10
日

間
の
カ
ナ
ダ
東

部
旅
行
の
楽
し

い
思
い
出
話
を

拝
聴
、
ま
た
大

津
の
岡
田
和
夫

君
が
送
っ
て
く

れ
た
母
校
創
立

１
２
０
周
年
記
念
会
員
名
簿
の
物
故
者
欄
の
プ
リ
ン
ト
を
み
て
、
一

同
あ
ま
り
に
も
物
故
者
の
多
い
の
に
驚
く
と
同
時
に
、
在
り
し
日
の

旧
友
を
偲
び
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
最
後
に
磯
谷
君
の

朗
々
と
吟
ず
る
「
近
江
八
景
」
に
故
郷
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
来
年
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

（
黒
川
　
孟
）

成
人
式
同
窓
会

（
膳
所
高
65
回
　
平
成
29
年
卒
業
）

　
２
０
１
６
年
度
卒
の
成
人
式
に
伴
う
同
窓
会
を
1
月
14
日
の
月
曜

日
の
午
後
1
時
よ
り
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
綺
麗
に
晴
れ
た
青
空
の
下
、
卒
業
生
３
６
１
人
に
加
え
て
、
先

生
方
9
人
の
総
勢
３
７
０
人
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
た
っ
た
2
年
弱
で
人
は
こ
こ
ま
で
変
わ
る
の
か

と
い
う
発
見
で
し
た
。
成
人
式
と
い
う
こ
と
で
、
皆
ス
ー
ツ
や
ド
レ

ス
あ
る
い
は
振
袖
を
着
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
も

は
や
誰
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
変
化
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会

う
友
人
達
と
の
会
話

が
盛
り
上
が
り
、
式

は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
笑
顔
が
多

く
み
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
式
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
式
を
開
催
で
き

た
の
も
、
皆
さ
ん
の

参
加
、
同
窓
会
委
員

の
活
躍
に
加
え
、
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
お

か
げ
で
あ
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
柴
　
悠
人
）



◆
第
23
回　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
参
加
１
３
２
名
）

　

平
成
30
年
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

9
月
17
日
（
月
・
祝
）
、
メ
イ
プ
ル
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
、

第
23
回
膳
所
高
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
少
し
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
も
の
の
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
ゴ
ル

フ
日
和
で
、
37
組
１
３
２
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
結
果

個
人
優
勝　
　

岡
野
幸
信
様
（
昭
41
卒
）

準
優
勝　
　
　

中
山
次
規
様
（
昭
48
卒
）

三
位　
　
　
　

谷
川
尚
己
様
（
昭
45
卒
）

団
体
優
勝　
　

昭
和
41
年
卒

準
優
勝　
　
　

昭
和
48
年
卒

三
位　
　
　
　

昭
和
46
年
卒

そ
の
他
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
等
総
数
44

個
の
賞
品
が
準
備
さ
れ
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
度

に
、
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー
ブ
ル
で
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
最
高
齢
は
昭
和
30
年
卒
の
7
名
様
。
皆
様
お
元
気
で
す
。

ま
た
女
性
の
参
加
は
わ
ず
か
1
名
で
し
た
。
次
回
は
是
非
女
性
の
方
の

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
第
23
回　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
参
加
１
３
２
名
）

　

平
成
30
年
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

9
月
17
日
（
月
・
祝
）
、
メ
イ
プ
ル
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
、

第
23
回
膳
所
高
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
少
し
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
も
の
の
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
ゴ
ル

フ
日
和
で
、
37
組
１
３
２
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
結
果

個
人
優
勝　
　

岡
野
幸
信
様
（
昭
41
卒
）

準
優
勝　
　
　

中
山
次
規
様
（
昭
48
卒
）

三
位　
　
　
　

谷
川
尚
己
様
（
昭
45
卒
）

団
体
優
勝　
　

昭
和
41
年
卒

準
優
勝　
　
　

昭
和
48
年
卒

三
位　
　
　
　

昭
和
46
年
卒

そ
の
他
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
等
総
数
44

個
の
賞
品
が
準
備
さ
れ
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
度

に
、
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー
ブ
ル
で
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
最
高
齢
は
昭
和
30
年
卒
の
7
名
様
。
皆
様
お
元
気
で
す
。

ま
た
女
性
の
参
加
は
わ
ず
か
1
名
で
し
た
。
次
回
は
是
非
女
性
の
方
の

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

―
―

素
敵
な
出
会
い
と
学
び
の
場―

―

　

　
◆
第
３
回　

初
夏
の
会
員
交
流
会
報
告

事
業
部
会
報
告

今
回
、
高
校
２
年
生
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
女
子
６
名
と
共
に
、
初
め
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
旧
友
た
ち
と
の
再
会
に
加
え
、
普
段

あ
ま
り
足
を
運
ぶ
こ
と
の
な
い
名
古
屋
へ
の
旅
と
あ
っ
て
、
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
『
ノ
リ
タ
ケ
の
森
』
、
『
徳
川
美
術
館
』
、
『
ト
ヨ
タ
産

業
技
術
記
念
館
』
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
初
め
て

訪
れ
る
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
品
を
興
味
深
く
見
て
回
り
ま
し

た
。
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
近
年
、
工
場
見
学
の
中
で
も
人
気

急
上
昇
と
な
っ
て
い
る
『
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
』
で
す
。
ト
ヨ
タ

と
言
え
ば
、
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
が
自
動
車
で
す
が
、
前
身
は
自
動
織

機
だ
と
い
う
こ
と
を
今
回
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
場
内
で
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
実
演
や
映
像
、
ボ
タ
ン
操
作
な
ど
、
ト
ヨ
タ
の
技
術
を
手

と
目
と
耳
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
し

た
。
友
と
一
緒
に
た
い
へ
ん
充
実
し
た
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
膳
所
高
等
学
校
同
窓
会
事
務

局
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
57
年
卒　

大
橋
佳
寿
代
）

「
石
鹿
文
庫
」
は
同
窓
生
の
著
書
を
集
め
た
文
庫
で
す
。

卒
業
生
文
庫
「
石
鹿
文
庫
」
へ
ご
寄
贈
を
。

著　

者　

名

書　

名
・
巻　

次
（
版　

次
）

大
久
保
衞　

共
著

大
久
保
衞　

共
著

北
脇
洋
子　

著

滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校　

著

小
鑓
幸
雄　

著

鵜
飼
武
彦　

著

河
瀬
文
太
郎　

著
● 

新
・
ス
ポ
ー
ツ
医
学

● 

や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
の
基
礎
知
識

● 

八
十
五
歳
の
読
居
録

● 

創
立
１
２
０
周
年
記
念
誌

● 

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
と
、
宇
宙
へ
の
憧
れ

● 

甲
賀
忍
者
考　

鵜
飼
家
関
係
文
書
を
紐
解
く

● 

横
光
利
一
と
大
津

6

■
東
二
会
65
周
年
記
念
同
窓
会

（
大
津
東
2
回
　
昭
和
29
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
11
月
11
日
（
月
）
午
前
11
時
30
分
受
付
開
始

・
場　

所　

び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「
比
叡
」

・
会　

費　

１
０
︐
０
０
０
円
（
予
定
）

・
連
絡
先　

蒲
生
容
仁
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
・
５
２
３
・
２
４
３
５
）

・M
ail

：M
X

A03362@
nifty.com

■
55
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
12
回
　
昭
和
39
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
７
月
７
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル 

宴
会
場
「
ロ
ー
ズ
」

・
会　

費　

１
２
︐
０
０
０
円

・
連
絡
先　

柴
山　

茂
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
８
３
６
６
・
４
０
０
１
）

■
50
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
17
回
　
昭
和
44
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
６
月
１
日
（
土
）

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル

・
会　

費　

１
０
︐
０
０
０
円

・
連
絡
先　

竺　

正
人
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
９
５
４
５
・
５
９
０
１
）

■
47
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
20
回
　
昭
和
47
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
11
月
３
日
（
日
）

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル

・
連
絡
先　

大
沼
康
三
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
５
０
４
９
・
０
５
７
８
）

・M
ail

：kozoer-315@
docom

o.ne.jp

■
45
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
22
回
　
昭
和
49
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
８
月
12
日
（
月
・
祝
）

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル　

３
Ｆ　

瑠
璃
の
間

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

受
付　

・
会　

費　

一
次
会　

１
０
︐
０
０
０
円

・
連
絡
先　

國
松
（
上
田
）
完
二 （
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
４
２
９
８
・
３
４
４
７
）

・M
ail

：sosy@
i.softbank.jp

■
40
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
27
回
　
昭
和
54
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
１
９
年
５
月
５
日
（
日
）

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル

・
連
絡
先　

大
田
伊
久
雄
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
１
６
７
５
・
４
５
６
２
）

・M
ail

：ikuota@
agr.u-ryukyu.ac.jp

　
　
　
　

 tai-naoki-7840@
pref-shiga.ed.jp

（
田
井
も
可
）

■
35
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
32
回
　
昭
和
59
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
1
月
2
日
（
木
）

                

11
時
受
付
開
始　

11
時
30
分
開
宴　

二
次
会
あ
り

・
場　

所　

び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
　
　
　

  

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
淡
海

・
会　

費　

一
次
会 

９
︐
０
０
０
円　
　

二
次
会
３
︐
０
０
０
円

・
連
絡
先　

紀
伊
照
幸
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
３
６
７
５
・
２
０
７
８
）

・M
ail

：k.project.kii@
gm

ail.com

■
30
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
37
回
　
平
成
元
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
４
日
（
土
）
13
時
〜

・
場　

所　

未
定　
（
会
場
は
お
っ
て
郵
送
な
ら
び
にSN

S

等
で
）

・
連
絡
先　

林　

潤
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
８
４
９
５
・
３
３
９
１
）

・M
ail

：triops@
js7.so-net.ne.jp　

■
25
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
42
回
　
平
成
6
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
3
日
（
金
）

・
場　

所　

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
（
予
定
）

・
連
絡
先　

稲
垣
瑞
穂
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
８
５
３
４
・
８
５
３
８
）

・M
ail

：  m
izuhoina@

icloud.com

　

■
15
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
53
回
　
平
成
17
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
3
日
（
金
）
18
時
〜

・
場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
（
京
都
駅
直
結
）

■
５
周
年
記
念
同
窓
会（膳

所
高
63
回
　
平
成
27
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
２
日
（
木
）

・
場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
（
予
定
）

・
連
絡
先　

猪
飼
更
紗
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０
・
１
４
６
９
・
３
７
９
１
）

■
新
成
人
記
念
同
窓
会（膳

所
高
66
回
　
平
成
30
年
卒
業
）

･

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
13
日
（
月
）
13
時
開
始
（
12
時
受
付
開
始
）

・
場　

所　

び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

・
会　

費　

１
０
︐
０
０
０
円
（
余
興
代
５
０
０
円
別
途
必
要
）

・
連
絡
先　

西
居
明
花
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
・
１
１
５
６
・
３
６
９
９
）

■
関
東
膳
所
高
同
窓
会

･

日　

時　

２
０
１
９
年
６
月
８
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分
受
付

・
場　

所　

シ
ナ
ガ
ワ
グ
ー
ス
３
階

　
　
　
　
　

GARD
EN

 RESTAU
RAN

T ALL DAY D
IN

IN
G

・
会　

費　

８
︐
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

・
定　

員　

１
８
０
名
（
先
着
順
）

   

参
加
申
込
フ
ォ
ー
ムhttps://goo.gl/iM

tfYK

・
連
絡
先　

稗
方
一
司

・M
ail

：  kantozeze@
gm

ail.com

◆
第
４
回
会
員
交
流
会

　
「
わ
く
わ
く
関
西
国
際
空
港
見
学
と
堺
市
探
訪
」

　
ま
ず
は
関
空
の
展
望
ホ
ー
ル
。
次
は
古
風

な
漁
港
の
青
空
市
場
。
昼
食
は
海
鮮
の
会
席

に
大
満
足
。

　
午
後
は
堺
市
役
所
21
階
の
３
６
０
度
見
渡

せ
る
展
望
ロ
ビ
ー
。
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
堺
は

和
泉
と
摂
津
と
河
内
の
三
国
の
境
で
あ
る
こ

と
や
、
生
駒
山
と
そ
こ
を
通
る
街
道
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
大
仙
古
墳
（
い
わ
ゆ
る
仁
徳
天

皇
陵
）
は
じ
め
百
舌
鳥
古
墳
群
の
こ
と
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
遥
か
昔
の
様
子
を
思
い
浮

か
べ
ま
し
た
。
最
後
の
「
堺
利
晶
の
杜
」
は

千
利
休
と
与
謝
野
晶
子
の
記
念
館
で
す
。

　
時
代
の
最
先
端
を
見
、
ま
た
古
に
思
い
を

は
せ
る
、
心
に
残
る
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
会
費
納
入
方
法
変
更
の
検
討
に
つ
い
て

　
同
総
会
会
費
を
お
納
め
い
た
だ
く
方
法
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
会
則
で
は
、
旧
制
膳
所
中
学
校
に
始
ま
り
現
在
の
膳
所
高

等
学
校
の
卒
業
生
を
通
常
会
員
と
定
め
、「
通
常
会
員
は
定
め
ら
れ
た

会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
の
納
入
方
法
は
、
現
在
、
①
毎
年
２
，
０
０
０
円
、

②
5
年
ま
と
め
て
前
納
１
０
，
０
０
０
円
の
2
種
類
と
し
，
皆
さ

ま
か
ら
の
振
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
務
局
で
は
住
所
の
判

明
し
て
い
る
同
窓
生
に
対
し
、
広
報
誌
「JUNGIDO

」
と
共
に
振
込

用
紙
を
同
封
し
、
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
多
忙
な

日
常
生
活
の
中
で
の
振
込
み
手
続
き
の
煩
わ
し
さ
か
ら
、
つ
い
つ
い

未
納
と
な
る
方
も
多
い
状
況
で
す
。
そ
の
結
果
、
65
歳
以
上
の
方
の

納
付
率
が
20
％
以
上
に
対
し
、
現
役
世
代
の
方
の
納
付
率
が
5
％
に

満
た
な
い
結
果
と
な
り
、
今
後
の
同
窓
会
運
営
が
む
つ
か
し
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
、
会
員
の
相
互
親
睦
（
総
会
、

周
年
同
窓
会
補
助
）、
教
養
の
向
上
（
総
会
で
の
講
演
会
、
日
帰
り
研

修
）、
情
報
の
発
信
（
広
報
の
発
行
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
）、
母

校
へ
の
支
援
（
班
活
動
，
教
育
研
修
へ
の
補
助
、
備
品
購
入
補
助
等
）

を
お
こ
な
い
、
そ
の
他
の
個
別
事
業
で
は
で
き
る
だ
け
参
加
者
に
実

費
負
担
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
根
幹
と
な
る
会
費
納
入
に
対
し
、
会
員
の
手
間
を
減
ら
し
、

振
込
み
経
費
、
事
務
経
費
の
低
減
も
狙
い
と
し
て
、「
終
身
会
費
制
」

の
追
加
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
終
身
会
費
の
金
額
案
に
つ
い
て
は
、
２
７
，
０
０
０
円
（
14
年
分
）

を
基
準
と
し
、
入
会
金
３
，
０
０
０
円
は
そ
の
ま
ま
と
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
円
滑
な
移
行
が
必
要
な
た
め
当
面
は
、
①
従
来
の
年
会

費
２
，
０
０
０
円
、
②
5
年
分
前
納
１
０
，
０
０
０
円
、
③
終
身

会
費
２
７
，
０
０
０
円
（
案
）、
か
ら
の
選
択
制
と
す
る
方
向
で
す
。

本
年
卒
業
の
方
に
も
同
窓
会
入
会
説
明
に
合
わ
せ
て
、
会
費
納
入
方

法
に
つ
い
て
説
明
を
お
こ
な
い
、
Ｈ
32
年
（
２
０
２
０
年
）
か
ら
の

運
用
を
目
途
に
、
具
体
的
な
内
容
を
本
年
総
会
で
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
終
身
会
費
制
度
の
検
討
開
始
に
伴
い
、
従
来
の
22
歳
ま
で
の
会
費

納
入
の
猶
予
制
度
は
本
年
4
月
よ
り
廃
止
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
前

納
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
本
年
4
月
以
降
に
従
来
通
り
納
入
い
た
だ

い
た
方
が
終
身
会
費
に
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
過
渡
期
対
応
と
し

て
減
額
措
置
も
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
通
常
通
り
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
で
は
、
本
改
定
に
よ
り
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
会
費
納
入
を

適
切
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
よ
り
多
く
の

情
報
発
信
の
た
め
の
広
報
誌
の
充
実
、
周
年
同
窓
会
へ
の
支
援
強
化
、

母
校
へ
の
支
援
の
継
続
強
化
を
お
こ
な
い
、
同
窓
会
活
動
を
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
通
信
費
の
関
係
で
、書
面
で
の
通
知
は
次
回
の
広
報
紙「JUNGIDO

」

と
な
り
ま
す
が
、
適
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
費
納
入
方
法
の
変
更
が
決
定
し
た
時
に
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。膳所

高
等
学
校
同
窓
会　
総
務
部
会
／
財
務
部
会

同
窓
会
事
業
の
ご
案
内

同
窓
会
事
業
の
ご
案
内

◆
第
24
回（
２
０
１
９
元
年
度
）ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

・
と　
　

き　

２
０
１
９
年
9
月
16
日
（
月
・
祝
）

・
と  

こ  

ろ　

メ
イ
プ
ル
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ　

甲
賀
市
信
楽
町
田
代
65

　
　
　
　
　

 　

T
E
L 

0
7
4
8
・
8
2
・
3
8
0
0

・
ス
タ
ー
ト
時
間　
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◆平成30年度　同窓会会計中間報告（H30.4.1～H31.2.28）

◆平成30年度　同窓会会務報告

◆同窓会財産目録（H31.2.28現在）

◆2019年度　予算（案）

一般会計

2018年（平成30年）

2019年（平成31年）

４月

５月
６月

７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月

１月

2月

２０日
２６日
２６日
２０日
１6日
２９日

８日
１７日
１９日
９日
９日

１２日
１９日
２６日
９日

JUNGIDO第３５号発行（２６,７６１部発送）
平成２９年度同窓会会計監査（同窓会事務室）
第１回役員会
創立１２０周年記念同窓会総会（びわ湖大津プリンスホテル）　１５１名参加
第４回会員交流会（わくわく関西空港見学と堺市探訪）３０名参加
第２回役員会　（あみ定）　

第３回役員会(同窓会事務室）
第２３回ゴルフコンペ（メイプルヒルズゴルフ倶楽部）　１３２名参加
会費納入再度のお願い
膳所高校創立120周年記念式典（びわ湖ホール）
第１回広報部会　　JUNGIDO第３６号編集会議

第２回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議
第３回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議
第４回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議
第４回役員会（あみ定）

平成30年度開催　周年・クラブOB会

２月

３月

５月
６月
８月

１１月

１２月
１月

２３日
２４日
２８日
１日
９日

２３日
２３日

１０日
８日

１１日
７日

２４日
２日
２日
２日
３日

１４日

同窓会常任理事会（膳所高校大会議室）
第５回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議
同窓会入会式　　　　　　
第６７回膳所高等学校卒業式　（平成３０年度）
第６回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議
平成３０年度同窓会理事会(膳所高校大会議室）
第７回広報部会　JUNGIDO第３６号編集会議

昭和４３年卒５０周年記念同窓会（ビアンカ）　１２7名参加
昭和３３年卒６０周年記念同窓会（琵琶湖ホテル） １１５名参加
昭和５３年卒４０周年記念同窓会（琵琶湖ホテル） 　１３２名参加
昭和３８年卒５５周年記念同窓会（琵琶湖ホテル）　８４名参加
昭和６３年卒３０周年記念同窓会（びわ湖大津プリンスホテル）　１１８名参加
昭和４８年卒４５周年記念同窓会（ビアンカ）　１０４名参加
平成１０年卒２０周年記念同窓会（びわ湖大津プリンスホテル）　９２名参加　
平成２６年卒５周年記念同窓会（びわ湖大津プリンスホテル）　２４６名参加
平成２１年卒１０周年記念同窓会（びわ湖大津プリンスホテル）１５０名参加
平成２９年卒新成人記念同窓会  （びわ湖大津プリンスホテル） ３７０名参加

《収入の部》 （単位　円）

項　目 予算額 決算額 差　額 備　考

前 年 度 繰 越 金

前受会費(30年度分）

平成30年度会費

同 窓 会 入 会 金

特別(名簿)会計より繰入

雑 収 入

合　計

   2,248,878 

 3,471,000 

 3,200,000 

 1,300,000 

 2,000,000 

 30,000 

 12,249,878 

   2,248,878 

 3,471,000 

 2,891,000 

 1,299,000 

 2,000,000 

 85,399 

 11,995,277 

会費会計より振替

会費会計より振替

受取利息.タックシール代等

一般会計 《収入の部》

項　目 H31年度予算案 H30年度予算 備　考

前 年 度 繰 越 金          

前 受 会 費                  

当 年 度 会 費         

同 窓 会 入 会 金            

名簿会計より繰入れ

雑 収 入         

合   　計

 2,301,576

3,361,000

3,550,000

1,300,000

2,000,000

50,000

12,562,576

 2,248,878

3,471,000

3,200,000

1,300,000

2,000,000

30,000

12,249,878

新規同窓会入会金 ￥3,000/人

名簿会計→一般会計に繰り入れ

受取利息、タックシール代

特別会計 《収入の部》

《支出の部》　残高証明手数料　　324　（4/2）

名簿会計 《収入の部》

項　目 金　額 備　考

前 年 度 繰 越 金

名 簿 売 上 金

利 　 息

合　計

    2,204,818 

2,131,500 

 11 

 4,336,329 

 8/10, 2/8

《支出の部》

項　目 金　額 備　考

平 成 3 0 年 度 会 費

平成30年度分前受会費

合　計

    2,891,000 

 3,471,000 

 6,362,000 

当年度分の会費

２９年迄の前受金から

《支出の部》

項　目 金　額 備　考

残 高 証 明 手 数 料

一 般 会 計 へ 振 替

合　計

       324 

 2,000,000 

 2,000,324 

4/2

5/18

会費会計 《収入の部》

項　目 金　額 備　考

前 受 会 費 繰 越 金

平 成 3 0 年 度 会 費

前 受 会 費

合　計

    8,896,000 

 2,891,000 

 2,963,000 

 14,750,000 

29年迄の前受金

当 年 度 分

31年以降分の会費

項　目 金　額 備　考

前 年 度 繰 越 金

利 　 息

合　計

      919,792 

8 

 919,800 

8/10, 2/8

　

《支出の部》

項　目 予算額 決算額 差　額 備　考

総 会 費

会 議 費

交 際 費

通 信 費

旅 費 交 通 費

支 払 手 数 料

雑 給 与

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関係費

ホームページ運用費

事 務 用 品 費

備品・消耗品費

広 報 発 行 費

広 報 発 送 費

学 校 助 成 金

班 活 動 奨 励 金

慶 弔 費

周年同窓会お祝い金

各 部 会 費

　  広報部部会費

　  事業部部会費

　  総務部部会費

予 備 費

  合　計

     700,000 

 150,000 

30,000 

 700,000 

50,000 

 230,000 

 1,400,000 

 25,000 

64,800 

 50,000 

 220,000 

 1,150,000 

 2,000,000 

 1,000,000 

 1,100,000 

 50,000 

 600,000 

 800,000 

1,930,078

 12,249,878 

   1,069,654 

 66,293 

 6,134 

 382,824 

 28,300 

 160,906 

 1,173,400 

 - 

 64,800 

 56,372 

 90,396 

 1,020,284 

 2,002,900 

 1,000,000 

 1,100,000 

 20,000 

 410,000 

 718,924 

 14,558 

 537,047 

167,319 

 9,371,187 

0

0

309,000

1,000

0

△ 55,399

254,601

  △369,654

83,707

23,866

317,176

21,700

69,094

226,600

25,000

0

△ 6,372

129,604

129,716

△ 2,900

0

0

30,000

190,000

81,076

1,930,078

2,878,691

理事会、役員会

総会.理事会はがき等

役員会、関東同窓会出席他

会費納入.振込手数料

メンテナンス

更 新 他

コピー用紙他

コピーチャージ料他

3 5 号 発 行

広報封入封緘、郵送料他

京大特別講座助成他

全国大会参加助成他

永年勤続祝,お悔み

ゴルフコンペ,会員交流会

会費納入依頼再発送代

《支出の部》

項　目 H31年度予算案 H30年度予算 備　考

総 会 費

会 議 費

交 際 費

通 信 費

旅 費 交 通 費

支 払 手 数 料

雑 給 与

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関係費

ホームページ運用費

事 務 用 品 費

備品・消耗品費

広 報 発 行 費

広 報 発 送 費

学 校 助 成 金

班 活 動 奨 励 金

慶 弔 費

周年同窓会お祝い金

各 部 会 費

予 備 費

合   　計

 600,000

150,000

30,000

700,000

50,000

230,000

1,400,000

25,000

64,800

50,000

220,000

1,400,000

2,200,000

1,000,000

1,100,000

50,000

600,000

800,000

1,892,776

12,562,576

 700,000

150,000

30,000

700,000

50,000

230,000

1,400,000

25,000

64,800

50,000

220,000

1,150,000

2,000,000

1,000,000

1,100,000

50,000

600,000

800,000

1,930,078

12,249,878

年次総会(毎年５月第３日曜日）

常任理事会、理事会、役員会

会費振込用紙宛名印刷、総会・理事会出欠はがき

役員会、関東同窓会出席 他

会費納入手数料、振込手数料

事務局職員費・交通費

ソフトメンテナンス料金

サ ー バ ー 運 用 費

封筒、コピー用紙他

印刷レンタル料、同窓会入会記念バッジ制作

「JUNGIDO」36号発行

広報封入封緘、広報発送料

特別講座・グローバル研修助成

文化班・体育班活動支援

30,40,50,60周年は50,000円 その他5年毎30,000円

広報部会、事業部会、総務部会活動費

平成30 年度同窓会会務・会計報告・2019 年度同窓会総会提出議案平成30 年度同窓会会務・会計報告・2019 年度同窓会総会提出議案

○総務部会　定例総会・理事会の開催や役員会等を必要に応じ
　　　　　　開催します。母校との連携・協議を積極的にする
　　　　　　とともに、各部会への協力、支援を行います。
　　　　　　同窓会活動をすべての年齢層に浸透させる方策等
　　　　　　を検討します。
　　
○事業部会　総会時の講演会・懇親会の開催、各学年の周年同
　　　　　　窓会への協力、ゴルフ大会・研修旅行等の交流会
　　　　　　の開催を通じて、同窓会活動の活性化に努めます。
　　　　　　また、学校の後援会活動、文化班・体育班活動の
　　　　　　奨励に努めます。
 
○広報部会　母校の情報発信や同窓生相互の交流を図るため、
　　　　　　年度当初に同窓会広報紙「ＪＵＮＧＩＤＯ」を発
　　　　　　行し、送付します。会員と母校とを繋ぐ、充実し
　　　　　　た紙面づくりおよび同窓会ホームページを通
　　　　　　して、広報活動の充実に努めます。

○財務部会　健全な同窓会会計の確立のため、同窓会会費の納
　　　　　　入に努めます。終身会費制度等、会費の納入方法
　　　　　　について検討します。（学校・ＰＴＡとの協議）　
　　　　
　事務局　　会員との情報交流、周年同窓会への支援・援助、
　　　　　　年会費の徴収、年会費未納者への依頼、地域、職
　　　　　　域の組織づくり、体育・文化班ＯＢ会の支援、同
　　　　　　窓会ホームページのコンテンツ管理

ホームページアドレス 
 http;//www.dousokai.link/zezekoukou
メールアドレス
 zeze-h-dousoukai@poem.ocn.ne.jp

2019年度　事業計画（案）

Ⅰ 一般会計及び会費会計　合計

Ⅱ 特別会計

差引現在残高　2,624,090（11,995,277－9,371,187 ）

差引現在残高　919,476

差引現在残高　8,388,000（14,750,000－6,362,000）

 差引現在残高　2,336,005 

一般会計現在残高
2,624,090

一般会計及び会費会計現在残高　11,012,090
会費会計現在残高

8,388,000＋ ＝ 11,012,090

（2019年4月1日～2020年3月31日）

◇郵便局
　郵便振替　１口　  532,526円 
　郵便貯金　１口　1,034,877円 
　定額貯金　１口　6,022,000円 

◇滋賀銀行　膳所支店　普通預金　   919,476円

◇関西アーバン銀行　びわこ営業部　普通預金　 11,368円
◇事務室現金　　　　　　　　　　　　　　　  128,240円

計　11,012,090円

計　　919,476円

Ⅲ 名簿会計
◇滋賀銀行　膳所支店　定期預金　　　　　　   0円 
　　　　　　膳所支店　普通預金　　　2,336,005円 計　2,336,005円

◇滋賀銀行
　本店　　　普通預金　   101,931円
　膳所支店　普通預金　 3,181,148円

　同窓会員相互の交流・親睦をはじめ、教養の向上を図るとともに、同窓会活動の一環として母校に対す
る支援・協力の諸事業を行います。
　母校は、昨年５月に創立 120 周年を迎え、11 月に記念式典が挙行されました。3 月には選抜高等学校
野球大会に出場し、120 周年の年に花を添えました。
　120 周年が過ぎましたが、一つの通過点です。同窓会では、母校の更なる発展を願い、支援の継続強化
をおこないます。こうしたことから、同窓会活動を多くの会員に周知する啓発活動や、継続・持続可能な
同窓会を目指し、会費納入のあり方等について検討してまいります。

　2019年度会費を同封の振替用紙にてご納入いただきますよ
うお願いいたします。
　振替用紙が入っていない方は会費を前納されている方です。

　会費は年額2,000円となっておりますが、
5年（10,000円）、まとめてご納入いただければ幸いです。

〔 納 入 機 関 〕
（振替用紙は共通です。）

郵便局
銀　行

01010ー3ー30378
滋 賀 銀 行  本店　　　普　913381
関西みらい銀行　びわこ営業部　  普　335940

※ご住所等に変更がある場合は
　振替用紙にその旨をご記入下
　さい。

従来の22歳までの会費納入の
猶予制度は本年4月より廃止
します。
新入会員から全員納入をお願い
します。

（総務部会）

滋賀県立膳所高等学校同窓会

年会費納入のお願い

ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。

7



主要大学合格者数

　平
成
31
年
3
月
1
日
、
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
も
と
、
本

校
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
最
後
と
な
る
「
第
67
回
卒
業

証
書
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
通
科
３
９
４
名
、

理
数
科
39
名
、
計
４
３
３
名
の
生
徒
が
、
新
た
に
膳
所
高

等
学
校
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。

　式
典
は
、
大
﨑
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
東
郷
同
窓
会
総

務
部
会
長
、
本
校
元
校
長
の
浅
田
先
生
、
西
岡
先
生
、
渕

田
先
生
、
草
野
先
生
、
前
校
長
の
川
上
先
生
、
父
母
教
師

の
会
の
山
村
会
長
、
澤
副
会
長
、
ま
た
成
田
県
議
会
議
員
、

本
校
旧
職
員
の
本
山
先
生
を
来
賓
に
迎
え
、
在
校
生
（
二

年
生
全
員
、
一
年
生
各
ク
ラ
ス
代
表
2
名
）、
教
職
員
と
共

に
、
多
く
の
保
護
者
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　小
島
秀
樹
校
長
は
式
辞
の
中
で
、「
高
い
志
を
持
ち
、
そ

の
達
成
に
向
け
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
生
き

て
ほ
し
い
」「
偶
然
の
出
来
事
を
大
切
に
し
て
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
て
ほ
し
い
」「
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
知
識
を

自
己
の
倫
理
観
と
融
合
さ
せ
た
知
恵
と
し
て
活
用
し
、
21

世
紀
社
会
の
発
展
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
三
つ
を
卒
業
生
に
期
待
す
る
こ

と
と
し
て
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　「
卒
業
生
の
言
葉
」
で
は
、
代
表
の
中
川
満
智
さ
ん
が
、

膳
所
高
校
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
へ

向
け
て
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
坂
尾
美
久
理
さ

ん
の
伴
奏
の
も
と
卒
業
生
全
員
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
合
唱
し
、
式
場
の
皆
さ
ん
の
大
き

な
拍
手
を
受
け
な
が
ら
、
式
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
2
月
28
日
に
は
、
同
窓
会
入
会

式
が
行
わ
れ
、
大
﨑
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
、
そ
し
て
新
し

い
理
事
の
紹
介
の
あ
と
学
年
代
表
理
事
の
中
田
継
太
さ
ん

が
、「
入
会
の
言
葉
」
を
述
べ
、
卒
業
生
に
は
「
同
窓
会
バ
ッ

ジ
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　卒
業
生
の
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　期
待
と
不
安
を
胸
に
抱
い
て
迎
え
た
入
学
式
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
、
膳
所
高
校
で
の
三
年
間
が
終

わ
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
高
校
生
活
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
班
活
動
の
仲
間
と
過
ご
す
中
で
、
主

体
性
を
持
ち
、
自
ら
の
意
志
で
行
動
し
て
い
く
重
要
性
を

知
り
ま
し
た
。
何
事
に
お
い
て
も
、
他
に
流
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
よ
く
考
え
、
よ
く
判
断
し
、
自
分
自
身
で
決
断

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
目
標
は
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
個
性
を
認
め
合
い
、
互
い
を
尊

敬
し
あ
う
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
人
に
は
得
意
、

不
得
意
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
持

ち
よ
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
到
達
で
き
な
い
よ
り
高
い
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
け
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　高
校
生
活
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
行
事
は
湖

風
祭
で
す
。
特
に
三
年
生
の
湖
風
祭
は
、
先
輩
方
に
頼
る

こ
と
が
出
来
た
一
・
二
年
生
の
と
き
と
は
全
く
異
な
る
も

の
で
し
た
。
後
輩
を
引
っ
張
る
立
場
と
し
て
積
極
的
に
指

揮
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
主
張
を
し
す
ぎ
る
と

集
団
と
し
て
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
、
ま
た
、
他
人
に
任
せ

て
し
ま
う
と
物
事
が
進
ま
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り

良
い
も
の
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
試
行
錯
誤

を
重
ね
ま
し
た
。
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
悩
み
、
解
決
し
て
乗
り
越
え

る
こ
と
で
、
喜
び
と
達
成
感
を
仲
間
と
共
有
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　他
に
も
日
々
の
予
習
や
校
外
学
習
、
修
学
旅
行
な
ど
膳

所
高
校
で
の
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
私
も
少
し
成
長
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
一
緒
に
苦
楽
を
共
に
し
た

仲
間
が
い
た
か
ら
で
す
。
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
高
校

生
活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
、
家

族
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
67
回
卒
業
式

活活
動動
報報
告告

班班

サササ ククク ラララ サササ ククク ！！！
（
主
な
国
公
立
大
学
）

（
主
な
私
立
大
学
）

（
そ
の
他
）

編集後記

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
を
発
行
し
て
か
ら
早
や
36
号
と
な
り
ま
し
た
。年
に
何

度
か
編
集
部
員
が
集
ま
る
と
事
務
室
に
は
職
員
の
よ
う
に
い
つ
も
同
窓
会

の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
今
市
さ
ん
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。残
念
な
が
ら
昨
年
の
八
月
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
知
り
同
窓

会
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な
り
ま
し
た
。同
窓
会
の
過
去
の
こ
と
最
近
の
こ

と
何
を
聞
い
て
も
的
確
に
応
え
て
下
さ
る
方
で
し
た
。本
紙
の
編
集
に
も

多
大
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
市
さ
ん
の
功
績
に
感
謝
し

今
後
の
同
窓
会
を
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
想
い
ま
す
。

上
野
滋
子
（
東
２
）
・
浅
田
幸
作
（
膳
６
）
・
松
村
暢
江
（
膳
10
）

東
郷
重
明
（
膳
15
）
・
卯
田
重
子
（
膳
16
）
・
藤
原
陽
子
（
膳
16
）

新
川
　均
（
膳
16
）
・
護
法
良
憲
（
膳
19
）
・
岡
澤
則
子
（
膳
26
）

雲
　恭
子
（
膳
33
）
・
増
井
詠
子
（
膳
36
）

加
藤
徳
彦
（
総
務
）
・
村
瀬
　誠
（
総
務
）

旭
川
医
大

帯
広
畜
産
大

北
海
道
大

東
北
大

筑
波
大

千
葉
大

東
京
海
洋
大

お
茶
の
水
女
子
大

電
気
通
信
大

東
京
大

東
京
外
大

東
京
農
工
大

横
浜
国
立
大

富
山
大

金
沢
大

福
井
大

信
州
大

岐
阜
大

静
岡
大

名
古
屋
大

名
古
屋
工
大

三
重
大

滋
賀
大

滋
賀
医
大

京
都
大

京
都
教
育
大

京
都
工
芸
繊
維
大

大
阪
大

大
阪
教
育
大

神
戸
大

奈
良
女
子
大

和
歌
山
大

鳥
取
大

島
根
大

岡
山
大

広
島
大

山
口
大

1
名

1
名

5
名

3
名

3
名

3
名

1
名

1
名

1
名

6
名

1
名

1
名

1
名

2
名

5
名

5
名

3
名

3
名

3
名

4
名

2
名

3
名

6
名

13
名

50
名

4
名

17
名

45
名

1
名

23
名

3
名

2
名

2
名

1
名

2
名

6
名

1
名

皇
学
館
大

び
わ
こ
成
蹊
大

大
谷
大

京
都
産
業
大

京
都
女
子
大

京
都
橘
大

京
都
薬
大

同
志
社
大

同
志
社
女
子
大

佛
教
大

立
命
館
大

龍
谷
大

京
都
文
教
大

京
都
医
療
科
学
大

大
阪
医
大

大
阪
工
大

大
阪
薬
大

関
西
大

関
西
医
大

関
西
外
大

近
畿
大

関
西
学
院
大

甲
南
大

神
戸
女
学
院
大

神
戸
女
子
大

兵
庫
医
大

武
庫
川
女
子
大

岡
山
理
大

福
山
大

防
衛
医
科
大
学
校

防
衛
大
学
校

大
阪
モ
ー
ド
学
園

滋
賀
県
立
総
合
保
健
専
門
学
校

1
名

1
名

1
名

19
名

44
名

12
名

16
名

176
名

18
名

4
名

264
名

47
名

1
名

1
名

1
名

4
名

4
名

37
名

3
名

2
名

33
名

16
名

1
名

3
名

1
名

1
名

1
名

3
名

1
名

4
名

3
名

2
名

1
名

徳
島
大

愛
媛
大

九
州
大

宮
崎
大

鹿
児
島
大

千
葉
保
健
医
療
大

長
野
県
看
護
大

名
古
屋
市
立
大

滋
賀
県
立
大

京
都
府
立
大

京
都
府
立
医
大

大
阪
市
立
大

大
阪
府
立
大

兵
庫
県
立
大

神
戸
市
外
大

奈
良
県
立
医
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山
市
立
大

高
知
県
立
大

東
北
医
薬
大

青
山
学
院
大

慶
応
大

国
際
基
督
教
大

国
士
舘
大

芝
浦
工
大

中
央
大

東
京
理
大

東
洋
大

日
本
獣
医
生
命
大

法
政
大

明
治
大

立
教
大

早
稲
田
大

麻
布
大

金
沢
医
大

愛
知
医
大

豊
田
工
大

藤
田
医
大

2
名

2
名

2
名

1
名

1
名

1
名

1
名

5
名

4
名

5
名

4
名

7
名

11
名

2
名

3
名

1
名

1
名

1
名

1
名

2
名

4
名

1
名

1
名

2
名

7
名

10
名

3
名

1
名

5
名

4
名

4
名

22
名

1
名

1
名

3
名

2
名

1
名

「
大
切
な
仲
間
と
の
三
年
間
」

山

　本

　
　
　優

平
成
31
年
３
月
卒
業

＊
3
月
28
日
ま
で
の
判
明
分 

＊
過
年
度
卒
業
生
を
含
む 

◎
今
年
度
の
常
任
理
事
会
・
理
事
会
で
は
、会
費
納
入
方
法
の
変
更
に
つ
い

て
多
く
の
ご
意
見
・
ご
助
言
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
一
年

を
か
け
て
方
向
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。総
会
等
で
議
論
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

◎
少
し
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
と
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
の
紙
面
を
大
き
く
し

ま
し
た
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎

ヨ
ッ
ト

　
ユ
ー
ス
世
界
選
手
権
　

　
　
レ
ー
ザ
ー
４
・
７
級
　
出
場
　
須
田
英
実
子

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
３
位
　
須
田
英
実
子

　
　
男
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
（
団
体
）
６
位

　
　
　
南
野
仁
・
小
澤
諒
真
・
古
澤
章
太
郎
・
黒
川
漱
石
・
岡
崎
竜
也

　
国
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
　
５
位
　
須
田
英
実
子

　
　
少
年
男
子
４
２
０
級
　
６
位
　
南
野
仁
・
小
澤
諒
真

ボ
ー
ト

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
準
々
決
勝
５
位
　
井
上
諒
哉
・
野
呂
覚

　
　
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
準
々
決
勝
３
位

　
　
　
山
西
美
玲
・
仲
川
遥
菜
・
佐
藤
和
泉
・
中
野
鈴
梨
・
木
村
優
花

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
　
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
５
位
　
内
田
義
太
郎
・
立
石
温
人
・

　
　
　三
苫
周
平
・
石
井
隆
晴
・
吉
田
良
平
・
高
山
颯
太
・
杉
山
帆
崇

　
　
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
22
位
　
渡
邉
湖
都
・
竹
岡
咲
穂
・
佐
藤
和
泉
・

　
　
　中
野
鈴
梨
・
守
屋
凛
・
長
谷
川
菜
月
・
白
川
智
梨

陸
上

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
８
０
０
ｍ
　
準
決
勝
進
出
・
４
０
０
ｍ
出
場
　
佐
藤
更
彩

　
　
男
子
２
０
０
ｍ
　
出
場
　
古
川
明
世

　
国
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
共
通
８
０
０
ｍ
　
出
場
　
佐
藤
更
彩

空
手
道

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
個
人
形
　
出
場
　
北
島
沙
佑
紀

テ
ニ
ス

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
出
場
　
嶺
岸
裕
美

　

　
国
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
団
体
　
２
回
戦
進
出
　
嶺
岸
裕
美

　

か
る
た

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　
　

　
　
　
原
あ
か
り
・
宮
岸
鈴
奈
・
杉
井
誠
也
・
隠
岐
和
輝
・
井
上
雄
貴
・

　
　
　水
口
真
里

　
第
40
回
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会 
団
体
戦 

準
優
勝

　
　
　
原
あ
か
り
・
宮
岸
鈴
奈
・
隠
岐
和
輝
・
井
上
雄
貴
・
杉
井
誠
也
・

　
　
　山
下
未
夢
・
堀
貴
起
・
重
松
そ
ら

物
理
地
学

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　

　
日
本
学
生
科
学
賞
　
全
国
入
選
３
等

化
学

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　
池
野
敦
浩
・
福
田
一
帆
・
吉
田
伊
吹

合
唱

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　

　
　
合
唱
部
門
　（
合
同
）
出
場
　
今
北
遥
子
・
倉
田
茉
莉
香
・
近
藤
真
帆
・

　
　
　豊
岡
千
怜
・
松
本
望
実
・
宇
都
優
花
・
丹
羽
奈
々
子

　
第
12
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
　
優
良
賞

　
　
　
今
北
遥
子
・
倉
田
茉
莉
香
・
近
藤
真
帆
・
豊
岡
千
怜
・
松
本
望
実
・

　
　
　吉
野
果
歩
・
宇
都
優
花
・
丹
羽
奈
々
子

書
道

　
第
49
回
近
江
神
宮
全
国
献
書
大
会
　

　
　
滋
賀
県
知
事
賞
　
吉
田
愛

　
　
滋
賀
県
書
道
協
会
理
事
長
賞
　
上
田
花

　
　
献
書
会
賞
　
舘
明
日
海
・
江
川
果
穂

美
術

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　
鶴
来
香
穂

　弁
論

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　
大
森
鈴
花

　
第
23
回
全
国
中
学
高
校
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権
　
文
化
連
盟
賞

　
　
　
福
田
京
司
・
中
西
祐
希
・
安
里
光
世
・
小
利
池
祐
希
・
深
尾
力
丸
・

　
　
　桑
原
直
志

放
送

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　

　
　
　
放
送
部
門
（
朗
読
部
門
）　
出
場
　
清
水
は
づ
き

囲
碁
（
個
人
）

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
出
場
　
竹
田
結
子

日
本
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
８
本
選
　
金
賞
　
福
田
一
帆

第
８
回
科
学
の
甲
子
園
　
全
国
大
会
３
位
　
加
藤
雅
大
・
川
﨑
聡
・
石
田
早
侑
梨
・

　
　
　板
橋
隆
生
・
杉
本
遥
菜
・
吉
田
亮
平
・
江
原
和
希
・
中
川
翔
太

２
０
１
８
年
度
　

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
結
果

新
入
会
員
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